
 

 

 
 
 
東洋経済「住みよさランキング2025」の結果 

 
 

 

 株式会社東洋経済新報社（本社：東京都中央区、代表取締役社長 山田 徹也）は、全国すべての市と特別区（千代田区・中央区・
港区を除く20区）をあわせた812市区を対象に毎年公表している「住みよさランキング」の最新の結果がまとまりましたので発表
いたします。「住みよさランキング」の公表は今年で32回目（初回は1993年）になります。 
 
 
トップ10常連の福井市が1 位 
 
 本年の「住みよさランキング」第1位は、福井県福井市でした。2019年以降、常にトップ10入りを続けるなど、高い評価を維
持してきた同市は、歴史的にも小京都と呼ばれた活気ある地であり、現在は製造業が集積している点も特徴的です。 
福井市は、事業所数が全国61位(市区別)であり、特に製造業事業所数は42位(同)です。製造業の業種分類別では、市内従業員の
約 25％が従事する「繊維」が圧倒的で、食料品、生産用機器、金属、化学、プラスチックなども一定の規模が見られます。繊維と
いった全国的に高いシェアを持つ地場産業があることが、他の様々な製造業の発展にもつながっています。指標の「⑰人口当たり法
人市民税（千円）」も95位(同)と高いです。また、事業所の5割以上が2000年以前から操業している（総務省・経済産業省「令和
3年経済センサス―活動調査結果」）ことからもわかるように、地元に根付いた働く場所が多いことも、住みよさの一つの側面と言え
るでしょう。 
また、2024年3月には北陸新幹線の福井駅が開業し、首都圏とのアクセスが向上しました。この影響が今回のランキングデータ
に反映されているわけではありませんが、今後、交通利便性の向上が産業や観光に好影響を与え、さらなる活性化につながる可能性
を秘めています。 
 
 本年の結果の特徴としては、上位陣の評価（偏差値）が僅差である点です。昨年は、人吉市が特に「安心度」の評価で他を引き離
しましたが（前回の1位と2位の総合評価の偏差値は0.6ポイント差）、今回は上位7市がわずか約0.8ポイント中にひしめく大混
戦となりました。日本全体が人口減少に直面する中、こども医療費助成の対象年齢を「所得制限なく18歳まで」とした自治体は700
自治体、全体の85％以上に上りました。各自治体が子育て支援やまちの再整備などに尽力している姿勢が伺えます。 
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「住みよさランキング2025」算出指標 
 
■ランキングの対象 
2025年6月時点で、全国にある市と特別区（東京23区）が対象。特別区のうち、千代田区、中央区、港区の3区は対象から除外し
ており、812市区を対象としている。 
■算出指標 
「安心度」、「利便度」、「快適度」、「富裕度」の4つの視点から、20のデータを用いて算出。 
■算出方法 
各指標について、平均値を50 とする偏差値を算出。すべての指標の偏差値を平均したものを「総合評価」としている。偏差値は、特
異数値による過度の影響を避けるため、各指標の最高を70、最低を30に調整しており、末尾に※を付した指標は、小→大の順に算出。
また、財政力指数、人口当たり法人市民税は特別区を除外して算出している。 
 
A.安心度   
①人口当たり病院・一般診療所病床数（2023年10月）：厚生労働省「医療施設調査」 
②老年人口当たり介護老人福祉・保健施設定員数（2023年10月）：厚生労働省「介護サービス施設・事業所調査」 
③20～39歳女性人口当たり0～4歳児数（2024年1月）：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」 
④子ども医療費助成（対象年齢・所得制限の有無）（2025年4月）：東洋経済調べ 
⑤人口当たり刑法犯認知件数（※）（2023年）：各都道府県警察調べ 
⑥人口当たり交通事故件数（※）（2023年）：交通事故総合分析センター調べ 
B.利便度     
⑦人口当たり小売販売額（2020年）：総務省・経済産業省「経済センサス活動調査」 
⑧人口当たり大規模小売店店舗面積（2024年）：東洋経済「全国大型小売店総覧」 
⑨可住地面積当たり飲食料品小売事業所数（2021年6月）：総務省・経済産業省「経済センサス活動調査」 
⑩人口当たり飲食店数（2021年6月）総務省・経済産業省「経済センサス活動調査」 
C.快適度     
⑪転出入人口比率（2023年）：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」 
⑫水道料金（※）（2025年4月）：東洋経済調べ 
⑬汚水処理人口普及率（2024年3月）：国土交通省、農林水産省、環境省調べ 
⑭気候（月平均最高・最低気温、日照時間、最深積雪）（1991～2020年）：気象庁「メッシュ平年値データ」 
⑮都市計画区域人口当たり都市公園面積（2024年3月）：国土交通省「都市公園整備水準調書」 
D.富裕度     
⑯財政力指数（2023年度）：総務省「市町村別決算状況調」 
⑰人口当たり法人市民税（2023年度）：総務省「市町村別決算状況調」 
⑱納税義務者１人当たり所得（2023年）：総務省「市町村税課税状況等の調」 
⑲１住宅当たり延べ床面積（2023年10月）：総務省「住宅・土地統計調査」 
⑳住宅地平均地価（2024年7月）：国土交通省「都道府県地価調査」 
（注記） 
・①の病床数は、各市区で算出した値と「二次医療圏」で算出した値を比較し、高い値で偏差値を算出。 
・④の子ども医療費は、対象年齢と所得制限の有無を東洋経済が指数化して偏差値を算出。 
・⑦の小売販売額、⑧の大型店面積は、各市区で算出した値と「東洋経済生活圏」で算出した値を比較し、高い値で偏差値を算出。 
・⑭の気候は、月平均最高気温、月平均最低気温、日照時間、最深積雪のそれぞれの偏差値の平均値を採用。 
 
※別紙として、各都道府県別の上位都市の一覧もお送りしております。ご参照ください。 
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※算出した総合評価偏差値（⼩数第四位まで）の降順で順位を決定。掲載は少数第⼆位までとしている。 
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